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4
月
14
日
の
夜
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
6
・
5
の
地
震
に
続
き
、
同
月
16

日
未
明
に
は
、
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
3
の
強
い
地
震

が
発
生
。
被
害
は
熊
本
県
内
と
大
分
県
内
の

広
範
囲
に
わ
た
り
、
住
家
被
害
は
7
万
棟
を

超
え
、
避
難
所
は
約
2
5
0
か
所
、
避
難
者

数
は
一
時
18
万
人
以
上
に
達
し
た
。
熊
本
県

で
は
県
内
全
45
市
町
村
に
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
た
。

　

熊
本
県
社
協
で
は
、
4
月
15
日
に
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
V
C
）

を
設
置
し
、
県
内
を
巡
回
し
な
が
ら
、
市
町

村
社
協
に
お
け
る
災
害
V
C
の
立
ち
上
げ
・

運
営
等
に
か
か
る
支
援
を
す
す
め
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
被
災
地
の
各
社
協
で
は
、

4
月
17
日
以
降
、
5
月
1
日
ま
で
に
熊
本
県

内
の
17
の
市
町
村
に
お
い
て
災
害
V
C
が
設

置
さ
れ
た
。
熊
本
県
内
の
災
害
V
C
で
把
握

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
人
数
は
、
7
月
12

日
時
点
で
、
延
べ
9
万
8
6
7
0
人
と
な
っ

て
い
る
。

　

被
災
地
の
各
社
協
に
お
い
て
災
害
V
C
の

運
営
を
す
す
め
る
う
え
で
、
セ
ン
タ
ー
全
体

を
把
握
し
て
支
援
を
す
す
め
る
た
め
の
運
営

支
援
者
が
不
足
し
、
熊
本
県
社
協
だ
け
で
は

県
内
市
町
村
社
協
へ
の
支
援
が
困
難
な
状
況

が
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
（
幹
事
県
：
長
崎
県
社
協
）
で
は

相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き
、
4
月
22
日
よ
り
、

九
州
圏
域
の
市
町
村
社
協
か
ら
の
応
援
職
員

の
派
遣
が
行
わ
れ
た
。

　

4
月
28
日
以
降
は
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
相

互
応
援
協
定
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
、
四
国
、

近
畿
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
協
力
要
請
が
な
さ
れ
、

各
府
県
・
市
町
村
社
協
職
員
の
派
遣
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
社
協
職
員
の
派
遣
は
、

5
月
か
ら
は
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
、
6
月

以
降
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
に
も
拡
大
さ
れ
た
。

社
協
職
員
の
応
援
派
遣
者
数
は
、
4
月
28
日

か
ら
7
月
15
日
ま
で
に
約
5
2
0
0
人
日
と

な
っ
て
い
る
（
1
日
あ
た
り
約
70
人
）。

　

生
活
福
祉
資
金
に
関
し
て
は
、
緊
急
小
口

資
金
の
特
例
貸
付
を
全
都
道
府
県
で
実
施
し

た
が
、
現
在
、
福
祉
資
金
（
住
宅
補
修
費
・

災
害
援
護
費
）
の
特
例
貸
付
を
実
施
し
て
い

る
。

　

こ
の
間
、
熊
本
県
内
で
の
緊
急
小
口
資
金

の
特
例
貸
付
業
務
を
支
援
す
る
た
め
、
5
月

6
日
以
降
6
月
17
日
ま
で
の
期
間
で
、
全
国

の
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
社
協
職
員
の
応
援
派
遣

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
派
遣
者
数
は
7
4
5
人

日
と
な
っ
て
い
る
。
5
月
6
日
か
ら
県
内
5

市
町
村
、
9
日
か
ら
は
13
市
町
村
に
特
設
会

場
を
設
置
し
、
貸
付
を
開
始
し
た
。
熊
本
県

内
で
の
貸
付
決
定
件
数
は
1
万
1
6
8
5
件

（
貸
付
金
額
15
億
7
5
8
0
万
円
）と
な
っ
て

い
る
。

　

全
社
協
で
は
、
4
月
15
日
に
全
国
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
振
興
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
熊
本
県
社
協
を
訪
れ
、
災
害
V
C
設
置
、

運
営
の
支
援
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
協

議
・
調
整
を
開
始
。
同
月
18
日
に
は
局
内
に

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
福
祉
対
策
本
部
」を
設

置
し
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
社
協
、
各
種

別
協
議
会
等
と
の
協
働
に
よ
り
、
被
災
地
支

援
活
動
を
す
す
め
て
き
た
。
同
月
27
日
か
ら

は
、
全
社
協
民
生
部
職
員
が
熊
本
県
社
協
に

入
り
、
生
活
福
祉
資
金
（
緊
急
小
口
資
金
）

の
特
例
貸
付
の
実
施
お
よ
び
全
国
か
ら
の
応

援
職
員
の
派
遣
調
整
等
を
行
っ
た
。

　

社
協
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
か
か
る
主
な
対

応
と
し
て
は
、
熊
本
県
社
協
、
熊
本
市
社
協

や
、
社
協
職
員
の
応
援
派
遣
に
か
か
る
各
ブ

ロ
ッ
ク
と
の
連
絡
調
整
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、

「
被
災
地
支
援
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
」

を
発
行
し（
7
月
1
日
ま
で
に
41
号
を
発
行
）、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.saigaivc.

com
/

）
に
掲
載
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
災
害
時
の
支
援
に

取
り
組
む
企
業
、
N
P
O
、
社
協
、
共
同
募

金
会
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
支

援
P
・
事
務
局
は
中
央
共
同
募
金
会
）や
、
全

国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
置

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
職
員
の

応
援
派
遣
の
実
施

生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
に

か
か
る
支
援
の
実
施

全
社
協
に
お
け
る
支
援
活
動

平成28年熊本地震における
支援活動の経過

　本年 4月に発生した「平成 28年熊本地震」では、全国各地の社協職員が被災地に入り、復興に向けた支
援活動に取り組んでいる。本特集では、被災地社協における取り組みを交えながら、災害ボランティアセン
ターの運営や生活福祉資金の特例貸付など、被災地社協へのブロック派遣による支援活動の動きを中心に、
これまでの経過と今後の支援の方向性について報告する。

特
　
集
　

1
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特　集　1 平成 28年熊本地震における支援活動の経過

ワ
ー
ク
（
J
V
O
A
D
）
準
備
会
等
と
の
情

報
共
有
を
図
り
、
各
団
体
が
連
携
し
た
支
援

を
展
開
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　

被
災
地
へ
の
助
成
等
に
つ
い
て
は
、
大
規

模
災
害
支
援
活
動
基
金
に
よ
り
熊
本
県
社
協

な
ら
び
に
熊
本
市
社
協
に
対
し
て
各

1
0
0
0
万
円
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、

各
種
別
協
議
会
等
に
お
い
て
も
各
県
・
市
組

織
に
対
し
て
活
動
費
助
成
等
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で

は
、
5
月
に
福
祉
救
援
活
動
資
金
と
し
て
、

熊
本
県
内
で
設
置
さ
れ
た
災
害
V
C
の
数
に

応
じ
て
、
熊
本
県
社
協
に
1
7
0
万
円
、
熊

本
市
社
協
に
30
万
円
の
資
金
援
助
を
行
っ
た
。

ま
た
、
社
協
職
員
の
応
援
派
遣
に
と
も
な
い

加
入
す
る
傷
害
保
険
の
利
用
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　

6
月
に
入
り
、
熊
本
市
社
協
に
お
い
て
は
、

被
災
地
の
復
興
支
援
で
活
動
す
る
生
活
支
援

相
談
員
に
関
す
る
職
員
の
勉
強
会
が
開
催
さ

れ
、
仙
台
市
社
協
の
担
当
職
員
が
参
加
し
、

東
日
本
大
震
災
の
際
の
自
社
協
の
経
験
を
も

と
に
し
た
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。
6
月
10

日
に
は
、
熊
本
県
社
協
が
県
内
市
町
村
社
協

事
務
局
会
議
を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
被
災

者
支
援
活
動
の
情
報
共
有
と
今
後
の
被
災
者

支
援
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

た
。
会
議
で
は
、
災
害
V
C
の
役
割
機
能
の

変
化
と
全
国
的
な
応
援
体
制
の
あ
り
方
、
熊

本
県
と
熊
本
県
社
協
が
構
想
し
て
い
る
生
活

支
援
相
談
員
の
配
置
に
よ
る
「
地
域
支
え
合

い
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
市
町
村
社
協
で
の

実
施
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
災
者
の
生
活
支
援
に
向

け
た
動
き
が
見
ら
れ
て
お
り
、
各
地
の
災
害

V
C
に
お
い
て
は
、
生
活
復
興
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
順
次
移
行
し
て
い
る
。
夏
休
み
期
間

に
入
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
や
す
い

時
期
を
迎
え
て
い
る
が
、
被
災
地
に
お
い
て

は
、
復
興
フ
ェ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
長
期
的
な

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
社
協
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
て
は
、
引
き
続
き
被
災
地

へ
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
継
続
的
な

支
援
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

生
活
支
援
相
談
員
等
に
よ
る

復
興
支
援
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

中国ブロックの社協職員も加わった御船町の災害 VCでの活動
の様子

被
災
地
に
お
け
る
支
援
の
経
過
や

取
り
組
み
の
成
果
・
課
題
な
ど
に 

つ
い
て
、
御
船
町
社
協
の
中
島
直
子

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
御
船
町
社
協
で
は
、
7
名
の
社
協
職
員

が
被
災
生
活
を
続
け
な
が
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
他
団
体
と
の
調
整
に
あ
た
り
、

4
月
29
日
に
災
害
V
C
を
設
置
し
ま
し
た
。

運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の

社
協
職
員
の
皆
さ
ま
に
継
続
的
に
応
援
に

入
っ
て
い
た
だ
き
、
7
月
1
日
ま
で
の
期

間
、
現
地
調
査
や
ニ
ー
ズ
の
シ
ス
テ
ム
管

理
、
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
っ
た
実
務
ま
で
幅

広
く
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
や
行

政
O
B
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆

さ
ま
に
は
、
受
付
や
被
災
地
へ
の
車
の
先

導
・
移
送
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
把
握
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
民
間

団
体
の
協
力
を
得
て
チ
ー
ム
を
組
み
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
も
同
行
い
た
だ
き

な
が
ら
、
町
内
の
要
援
護
者
の
い
る
約

6
0
0
世
帯
の
訪
問
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

毎
日
夕
方
に
は
連
携
会
議
を
開
き
、
行
政

か
ら
の
情
報
提
供
や
各
団
体
・
関
係
者
か

ら
の
活
動
報
告
を
行
い
、
団
体
間
の
ヨ
コ

の
連
携
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
住
民
か
ら
の
片
付
け
の
依
頼
は
続
い
て

い
る
も
の
の
、
今
後
は
生
活
の
再
建
に
向

け
た
支
援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
発

災
か
ら
1
か
月
半
が
経
過
し
た
6
月
初
旬

に
は
、
行
政
区
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
福
祉
協
力
員
な
ど
の
関
係
者
が
災
害

V
C
に
集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過

を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
は
住

民
の
見
守
り
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
以
前
か
ら
、
御
船

町
で
は
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
サ
ロ
ン

活
動
が
比
較
的
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、

66
か
所
あ
る
サ
ロ
ン
の
う
ち
、
3
分
の
2

以
上
は
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
再
開
に

あ
た
っ
て
は
、
住
民
の
方
か
ら
そ
の
必
要

性
を
ご
指
摘
い
た
だ
き
、
サ
ロ
ン
が
地
域

に
根
づ
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
震
災
を
経
験
し
、
普
段
か
ら
の

防
災
へ
の
備
え
が
、
被
災
時
の
活
動
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
平
常
時
の
活
動
と
し
て
、
町
の
防
災

会
議
に
参
加
し
、
防
災
計
画
を
よ
く
確
認

し
て
お
く
こ
と
な
ど
、
行
政
等
と
の
連
携

を
図
っ
て
お
く
こ
と
は
必
要
で
す
。
ま
た
、

住
民
の
中
に
は
、
社
協
が
災
害
V
C
を
運

営
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も
い
ま

し
た
。
住
民
同
士
の
助
け
合
い
に
よ
る
支

援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
、
住
民
へ
の
啓

発
活
動
へ
の
取
り
組
み
が
、
よ
り
ス
ム
ー

ズ
な
支
援
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

御船町社会福祉協議会 
生活支援コーディネー
ター・保健師

中島　直子さん
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前
年
度
比
4
％
増
の
14
万
4
6
7
人
に

　

平
成
27
年
12
月
1
日
現
在
の
市
区
町
村
社

協
職
員
の
合
計
は
、
14
万
4
6
7
人
と
な
り
、

初
め
て
14
万
人
を
超
え
た
。
こ
の
う
ち
担
当

部
門
、
雇
用
形
態
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、

図
表
1
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
担
当
部
門
で
、

最
も
多
い
の
は
、「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
担

当
職
員
」で
6
万
5
4
8
7
人（
全
体
の
46
・

6
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
雇
用
形
態
に
つ
い
て
は
、
4
万

2
4
4
5
人
が
正
規
職
員
と
な
っ
て
お
り
、

全
職
員
に
占
め
る
割
合
は
約
3
割
で
あ
る
。

担
当
部
門
ご
と
に
見
る
と
、「
事
務
局
長
」
が

69
・
3
％
と
割
合
が
最
も
高
く
、
次
い
で「
法

人
運
営
部
門
職
員
」
が
67
・
4
％
と
な
っ
て

お
り
、
社
協
の
運
営
に
お
け
る
中
核
を
担
う

部
門
で
正
規
職
員
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
。

　

前
回
調
査
（
平
成
26
年
4
月
1
日
時
点
）

と
比
較
す
る
と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援

部
門
の
う
ち
、
国
の
委
託
金
や
補
助
金
に
よ

る
職
員
配
置
が
さ
れ
た
「
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害

者
相
談
支
援
事
業
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
等
担
当
職
員
」に
つ
い
て
は
、
31
・
2
％

増
（
3
0
0
8
人
増
）
と
最
も
増
加
率
が
高

く
な
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
4
月
か
ら
開
始

と
な
っ
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
等
の

影
響
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
11
・
3
％
減
と
な
っ
た
「
障
害
者
福
祉

職
員
の
設
置
状
況

1

図表 1　市区町村社協職員設置状況の内訳

正規職員 非正規職員 合　計

兼務者数 常　勤 非常勤 平成 27年度 前　回 増　減 増減率

 1． 事務局長 1,257 325 525 31 1,813 1,824 －11 ▲ 0.6％

 2． 法人運営部門職員 5,201 1,646 1,782 725 7,708 7,460 248 3.3％

 3． 地域福祉活動専門員等の地域福祉推進部門
職員 4,689

3,623
1,800 1,265 7,754 8,003 －249 ▲ 3.1％

 4． ボランティア・市民活動センター職員 1,423 715 416 2,554 2,401 153 6.4％

 5． 福祉サービス利用支援部門職員（①＋②） 5,235 1,776 3,579 4,984 13,798 11,174 2,624 23.5％

① 日常生活自立支援事業、地域包括支援セン
ター、障害者相談支援事業、生活困窮者自
立支援事業等担当職員

4,798 1,545 3,286 4,551 12,635 9,627 3,008 31.2％

②1以外の相談担当 437 231 293 433 1,163 1,547 －384 ▲ 24.8％

 6．介護保険サービス担当職員 16,600 2,091 15,493 33,394 65,487 65,386 101 0.2％

 7． 障害者福祉サービス担当職員 2,960 976 2,966 5,037 10,963 12,361 －1,398 ▲ 11.3％

 8． 6．7．以外の在宅サービス事業担当 3,242 319 6,160 13,707 23,109 18,364 4,745 25.8％

 9．会館運営事業担当職員 323 168 575 1,625 2,523 2,471 52 2.1％

10．その他の職員 1,515 227 1,556 1,687 4,758 5,494 －736 ▲ 13.4％

合　計 42,445 11,151 35,151 62,871 140,467 134,938 5,529 4.1％

調査報告　平成 27年度　市区町村
社会福祉協議会職員状況調査

　平成 27年度に実施した「平成 27年度　市区町村社会福祉協議会職員状況調査（平成 27年 12月 1日現在）」
の結果がまとまった。本調査は、市区町村社協職員の状況を明らかにすることを目的として毎年実施してい
るものである。ここでは職員の設置状況や資格の状況等について紹介する。
（調査対象：1,846社協／回答率：100％）

特
　
集
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サ
ー
ビ
ス
担
当
職
員
」
は
、
実
数
で
見
る
と

1
3
9
8
人
減
と
な
っ
て
お
り
、
減
少
数
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
職
員
の
保
有
資
格
を
み
る
と
、
介

護
福
祉
士
の
有
資
格
者
数
が
3
万
4
1
4
7

人
（
全
職
員
の
24
・
3
％
）
と
最
も
多
く
、
次

い
で
介
護
支
援
専
門
員
1
万
8
6
1
3
人

（
同
13
・
3
％
）、
社
会
福
祉
士
9
7
9
5
人

（
同
7
・
0
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
比
の

増
加
人
数
に
つ
い
て
は
前
回
調
査
と
同
様
に

介
護
福
祉
士
が
最
多
で
あ
る
（
図
表
2
）。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
地
域
支
援
事
業

　

平
成
27
年
4
月
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
、
改
正
介
護
保
険
法
が
施
行
さ
れ
た
。

図
表
3
は
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
中

核
を
な
す
自
立
相
談
支
援
事
業
の
受
託
の
状

況
、
図
表
4
は
主
任
相
談
支
援
員
、
相
談
支

援
員
、
就
労
支
援
員
の
設
置
状
況
で
あ
る
。

自
立
相
談
支
援
事
業
を
受
託
し
て
い
る
の
は

5
6
5
社
協
で
あ
り
、
市
区
町
村
社
協
の
う

ち
30
・
6
％
で
あ
る
。

　

ま
た
、
支
援
員
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、

主
任
相
談
支
援
員
は
専
任
の
割
合
が
わ
ず
か

に
多
い
が
、
相
談
支
援
員
、
就
労
支
援
員
に

つ
い
て
は
兼
任
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

改
正
介
護
保
険
法
で
は
、
地
域
支
援
事
業

の
見
直
し
が
図
ら
れ
、
従
来
の
「
介
護
予
防

事
業
」
が
「
新
し
い
総
合
事
業
」（
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
、
一
般
介
護

予
防
事
業
）
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
包
括
支
援

事
業
」
の
中
に
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
が

創
設
さ
れ
、
関
係
者
間
の
情
報
共
有
・
連
携

の
場
と
な
る
協
議
体
の
設
置
や
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
「
包
括
支
援
事
業
」
の
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
の
協
議
体
運
営
を
受
託
し
て
い

る
社
協
は
5
・
3
％
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
受
託
し
て
い
る
社
協
は
9
・

2
％
で
あ
り
、
社
協
で
の
受
託
が
あ
ま
り
す

す
ん
で
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。（
図

表
5
、
6
）ま
た
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
状
況
は
専
任
が
1
3
8
人
、
兼

任
が
1
7
9
人
で
あ
り
、
兼
任
の
割
合
が
高

い
（
図
表
7
）。

平
成
27
年
度
新
規
事
業
の
状
況

2

図表 2　  職員の有資格者数・前年比増減・有資格者率・1社協あたりの平均有資格者数

有資格者数 前年比増減 有資格者率 1社協あたりの
平均有資格者数

介護福祉士 34,147人 2,012人 24.3％ 18.7人
介護支援専門員 18,613人   813人 13.3％ 10.2人
看護師（准看を含む）  9,617人   412人  6.8％  5.3人
保育士  8,931人     3人  6.4％  4.9人
社会福祉士  9,795人   818人  7.0％  5.4人
精神保健福祉士  1,911人   243人  1.4％  1.0人
栄養士  1,370人    77人 0.98％  0.7人
保健師    762人    51人 0.54％  0.4人
管理栄養士    329人   ▲ 3人 0.23％  0.2人
理学療法士    178人    13人 0.13％  0.1人
作業療法士    130人    13人 0.09％ 0.07人
言語聴覚士     56人     4人 0.04％ 0.03人
臨床心理士     37人     8人 0.03％ 0.02人
※有資格者率＝有資格者数÷社協職員（140,467人）

受託している
 565社協
30.6％

総数
1,846社協

受託していない
1,265社協

68.5％

無回答
16社協
0.9％

図表 3　  自立相談支援事業の受託の有無

245人
（51.8％）

342人
（42.6％）

116人
（30.2％）

228人
（48.2％）

460人
（57.4％）

268人
（69.8％）

0 200 400 600 800

主任相談
支援員

相談
支援員

就労
支援員

専任 兼任

図表 4　  主任相談支援員、相談支援員、就労支援員の
設置状況

受託している
97社協
5.3％

受託していない
1,726社協

93.5％

無回答
23社協
1.2％

総数
1,846社協

図表 5　  協議体の受託の有無

総数
1,846社協

受託していない
1,584社協

85.8％

受託している
170社協

9.2％

無回答
92社協
5.0％

図表 6　  生活支援コーディネーターの受託の有無

総数
317人

専任
138人
43.5％兼任

179人
56.5％

図表 7　  生活支援コーディネーター
の人数（第 1層、第 2層含む）
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今
号
で
は
、
社
会
福
祉
法
の
改
正
を
踏

ま
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
け
る
経
営

組
織
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
ま
た
評
議
員
会
が

必
置
と
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
う
影
響
な

ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

 
社
会
福
祉
法
改
正
で
い
わ
れ
て

い
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

 
ガ
バ
ナ
ン
ス（governance

）は
、

企
業
経
営
の
分
野
で
よ
く
使
わ

れ
る
言
葉
で
す
が
、
ガ
バ
メ
ン
ト
（govern-

m
ent

）
が
「
支
配
」「
統
治
」「
政
府
」
と
訳

さ
れ
る
の
に
対
し
、
政
府
の
統
治
で
は
な
く
、

一
般
の
組
織
等
に
お
け
る
自
主
的
な
意
思
決

定
や
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
、
仕
組
み
の
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
上
場
企
業
が
守
る
べ
き
行
動
規

範
と
し
て
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
と
呼

ば
れ
る
企
業
統
治
の
指
針
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
「
株
主
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
社
会
福
祉
法
人
の
場
合
は
「
公
益

性
」「
非
営
利
性
」
を
も
っ
た
組
織
の
た
め
、

持
分
と
い
う
概
念
は
な
く
、「
株
主
」
と
い
う

所
有
者
の
よ
う
な
立
場
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
（
以
下
、
利
害
関
係
者
）
は
存
在
し
ま

せ
ん
。
し
か
し
社
会
福
祉
法
人
の
場
合
も
、

組
織
の
規
律
維
持
と
と
も
に
地
域
社
会
を
含

め
た
利
害
関
係
者
と
の
信
頼
関
係
を
通
じ
た

経
営
の
基
盤
強
化
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
社
協
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的

と
す
る
民
間
非
営
利
組
織
と
し
て
、
ど
の
よ

う
に
組
織
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

そ
し
て
、
そ
の
意
思
決
定
を
い
か
に
け
ん
制

す
る
か
、
さ
ら
に
、
多
様
な
利
害
関
係
者
と

の
間
で
、
ど
の
よ
う
に
権
限
と
責
任
を
分
担

し
成
果
に
つ
な
げ
て
い
く
か
（
地
域
の
福
祉

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
か
）
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
現
在
、
そ
の
効
率
的
か
つ
効
果
的
で

健
全
な
経
営
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

そ
も
そ
も
社
協
の
よ
う
な
非
営
利

組
織
の
経
営
と
は
何
で
す
か
？
　

そ
の
組
織
機
構
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
？

 
社
協
は
社
会
福
祉
法
人
で
す
が
、

そ
の
組
織
経
営
に
つ
い
て
は
、

社
会
福
祉
法
第
24
条
（
経
営
の
原
則
）
に
、

「
社
会
福
祉
法
人
は
、
社
会
福
祉
事
業
の
主

た
る
担
い
手
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
確

実
、
効
果
的
か
つ
適
正
に
行
う
た
め
、
自
主

的
に
そ
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
そ
の
提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
及
び
事
業
経
営
の
透
明
性
の
確
保
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
組
織
機
構
は
、
理
事
会
、
評
議
員
会
、

理
事
長
、
理
事
お
よ
び
監
事
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
役
員
と
は
こ
の
う
ち
理
事
と
監

事
を
さ
し
、
社
協
の
場
合
、
代
表
理
事
と
な

る
理
事
長
は
会
長
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
の
社
会
福
祉
法
制
度
改
革
の
議
論

に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
法
人
を
構
成
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
役
割
が
十
分
機
能
す
る

仕
組
み
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

Q1A1

【
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
基
本
原
則
】

① 

株
主
の
権
利
・
平
等
性
の
確
保

② 

株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

適
切
な
協
働

③ 

適
切
な
情
報
開
示
と
透
明
性
の
確
保

④ 

取
締
役
会
等
の
責
務

⑤ 

株
主
の
対
話

Q2A2

【
法
改
正
前
の
経
営
組
織
の
枠
組
み
】

① 

全
て
の
理
事
が
社
会
福
祉
法
人
の
業
務

の
全
て
に
つ
い
て
の
代
表
権
を
有
す
る

（
法
令
上
理
事
長
の
規
定
が
な
い
）。

② 

法
人
の
業
務
の
決
定
は
、
理
事
の
過
半

数
を
も
っ
て
決
す
る
（
法
令
上
理
事
会

の
規
定
が
な
い
）。

③ 

評
議
員
会
の
設
置
は
法
令
上
任
意
と
さ

れ
て
お
り
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、

定
款
で
評
議
員
会
の
議
決
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

連
　
載

社協の理事、監事、
評議員のための
基礎知識　

社会福祉協議会における
経営組織とガバナンス

第2回

社会福祉法人　全国社会福祉協議会
地域福祉部
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そ
こ
で
、
一
般
財
団
法
人
・
公
益
財
団
法

人
と
同
等
以
上
の
公
益
性
を
担
保
で
き
る
経

営
組
織
と
す
る
た
め
の
社
会
福
祉
法
が
改
正

さ
れ
、
各
機
関
の
役
割
や
責
任
を
明
記
し
、

け
ん
制
機
能
が
働
く
よ
う
な
仕
組
み
を
設
け

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
次
の
通
り
で
す
。

①�

理
事
長
（
会
長
）
は
、
法
人
を
代
表
し
、
業

務
の
執
行
を
行
う
。

②�

理
事
会
は
、
法
人
の
業
務
執
行
の
決
定
、

理
事
の
職
務
執
行
の
監
督
、
理
事
長
（
会

長
）
の
選
定
・
解
職
を
行
う
。

③�

評
議
員
会
は
必
置
と
し
、
議
決
機
関
と
し

て
位
置
づ
け
る
（
定
款
の
変
更
、
理
事
等

の
選
任
・
解
任
、
役
員
の
報
酬
の
決
定
等

の
決
議
事
項
を
法
定
）。

　

こ
の
ほ
か
、
一
般
財
団
法
人
・
公
益
財
団

法
人
と
同
様
に
社
会
福
祉
法
人
制
度
に
は
な

か
っ
た
会
計
監
査
人
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
（
図
1
）。

 
社
協
の
場
合
、
社
協
モ
デ
ル
定

款
が
あ
り
、
評
議
員
会
は
す
で

に
議
決
機
関
と
し
て
設
置
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
回
の
法
改
正
の
影
響
は
少
な
い
と

考
え
て
い
い
で
す
か
？

 
評
議
員
会
の
必
置
と
理
事
等
へ

の
け
ん
制
機
能
は
、
公
益
財
団

法
人
と
同
等
以
上
の
公
益
性
を
担
保
す
る
た

め
の
重
要
な
柱
で
あ
り
、
社
会
福
祉
法
人
非

課
税
の
前
提
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

確
か
に
社
協
の
場
合
は
社
団
的
な
性
格
を

踏
ま
え
、
評
議
員
会
は
す
で
に
議
決
機
関
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

理
事
会
の
け
ん
制
機
能
の
強
化
の
観
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
運
用
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
い
く

つ
か
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
理
事
と
評
議

員
と
の
兼
務
に
つ
い
て
は
い
っ
さ
い
認
め
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
選
任
の
仕
組
み
も

変
わ
り
ま
す
。
現
行
の
取
り
扱
い（
通
知
）で

は
、
評
議
員
は
理
事
会
の
同
意
を
得
て
理
事

長
が
委
嘱
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

や
は
り
一
般
財
団
・
公
益
財
団
法
人
を
参
考

に
、
定
款
で
定
め
る
方
法
（
選
任
委
員
会
・

評
議
員
会
の
議
決
等
）
に
よ
る
こ
と
と
し
、

理
事
ま
た
は
理
事
会
が
評
議
員
を
選
任
ま
た

は
解
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

改
正
社
会
福
祉
法
に
よ
る
新
た
な
評
議
員

に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
適

用
と
な
る
の
で
、
現
任
の
評
議
員
は
す
べ
て

平
成
29
年
3
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
り
、こ

の
時
ま
で
に
定
款
で
定
め
る
選
任
規
程
に
基

づ
き
新
た
な
評
議
員
を
選
定
す
る
な
ど
、
各

種
必
要
な
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
評
議
員
会
の
必
置
に
と
も
な
い
、

社
協
が
社
会
福
祉
法
人
・
施
設

法
人
に
対
す
る
評
議
員
確
保
支
援
を
行
う
こ

と
に
な
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
で
す
か
？

 
平
成
29
年
4
月
1
日
よ
り
、
す

べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
に
お
い

て
評
議
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
ま
す
。
し
か
し
、
小
規
模
な
法
人
な
ど
で

は
、
評
議
員
の
候
補
者
と
な
り
得
る
地
域
の

人
材
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
も

あ
り
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
協
議
体
と
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
支
援
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

市
区
町
村
社
協
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
担
当
者
（
部
署
）
を
置
き
、
社
会

福
祉
法
人
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

評
議
員
の
候
補
者
と
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ

る
地
域
住
民
（
代
表
）
や
地
域
に
お
い
て
福

祉
活
動
を
行
う
者
、
当
事
者
（
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
等
）
等
の
人
材
に
関
す
る
情
報
提
供
を

行
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
評
議
員
は
、
社
会
福
祉
法
人
の

最
終
的
な
意
思
決
定
機
関
（
議
決
機
関
）
で

あ
り
、
そ
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
福

祉
法
人
の
自
主
性
、
主
体
性
が
尊
重
さ
れ
、

最
終
的
な
決
定
と
そ
の
結
果
責
任
は
当
該
社

会
福
祉
法
人
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
評
議
員

の
選
任
は
、
あ
く
ま
で
も
当
該
社
会
福
祉
法

人
と
評
議
員
を
希
望
す
る
者
の
間
で
の
合
意

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
社
協

の
役
割
は
補
完
で
あ
り
、
協
力
の
域
を
超
え

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
以
外
に
、
地
域
の
状
況
等
に
応
じ
て

社
会
福
祉
法
人
や
地
域
住
民
に
対
す
る
説
明

会
や
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
も
、
具
体
的
な

評
議
員
確
保
の
支
援
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
へ

の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
中
、
評
議
員
確
保

の
支
援
等
へ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
社
会
福

祉
法
人
・
福
祉
施
設
と
の
関
係
を
深
め
、
連

携
・
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
社
協
の
取
り
組
み
に
お
い
て
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q3A3

Q4A4

図 1　社会福祉法人の経営組織の概要

評議員会
（議決機関）

監　事
（監査機関）

会計監査人理事長（会長）
（執行機関）

理事長（会長）の
選定・解職

決算書類の監査、会計に
関する報告要求・調査

職務執行・決算書類の
監査・調査、行為の差止め

理事の
選任・解任

定款変更、
決算承認等の
議案提出

理事会
（執行機関）

執行状況の
報告

選任・
解任

議案等の
調査報告

報告解任
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買
い
物
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の

声
が
聞
こ
え
て
き
た

　

山
ノ
内
町
社
協
が「
わ
く
わ
く
商
店
街
」

を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
平

成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
「
安
否
確

認
訪
問
事
業
」
で
あ
る
。
地
域
に
住
む
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者（
約
５
２
０
世
帯
）

を
対
象
と
し
て
、
3
人
の
社
協
職
員
が
分

担
し
て
隔
月
で
自
宅
を
訪
問
し
た
。
そ
こ

で
聞
こ
え
て
き
た
の
は
、「
近
所
で
買
い

物
が
で
き
る
店
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
」

と
い
う
切
実
な
住
民
た
ち
の
声
だ
っ
た
。

山
ノ
内
町
社
協
の
鈴
木
浩
史
事
務
局
長
は
、

当
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　
「
山
ノ
内
町
は
高
齢
化
・
過
疎
化
が
す

す
み
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等

は
町
内
に
は
な
い
た
め
、
住
民
の
買
い
物

の
生
活
圏
は
多
く
が
隣
市
に
移
っ
て
い
て
、

地
区
内
の
商
店
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
ほ
と
ん

ど
は
、
歩
い
て
通
え
る
範
囲
に
お
店
が
あ

り
ま
せ
ん
。
週
末
に
子
ど
も
に
ま
と
め
て

買
い
物
を
頼
ん
だ
り
、
近
隣
で
誘
い
合
っ

て
隣
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
車

で
行
く
以
外
に
は
、
買
い
物
を
す
る
手
段

が
な
い
と
い
う
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
に

直
接
会
っ
て
集
め
た
切
実
な
声
だ
っ
た
だ

け
に
、
社
協
と
し
て
も
な
ん
と
か
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
」

　

当
初
は
、
希
望
者
を
集
め
、
社
協
の
車

両
で
隣
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ま

で
送
迎
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
あ
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
地
域
の
活

性
化
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
社
協
と
し
て

は
、
せ
っ
か
く
な
ら
町
内
で
お
金
を
使
う

よ
う
な
動
き
に
し
た
ほ
う
が
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
に
結
び
つ
く
活
動
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
当
時
は
閉
鎖
に
な
っ
た
保
育
園

を
整
備
し
、
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
拠
点
と
し
て
「
つ
つ
み
住
民
活
動
セ
ン

タ
ー
」
を
社
協
が
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
ば
か

り
で
も
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
場
の
活
用

と
存
在
の
周
知
も
含
め
た
買
い
物
支
援
活

動
と
し
て
、「
わ
く
わ
く
商
店
街
」
の
検
討

に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

商
工
会・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
て

誕
生
し
た
「
わ
く
わ
く
商
店
街
」

　

企
画
に
あ
た
っ
て
は
、
物
品
を
販
売
す

る
と
な
る
と
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
人

と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、
地

元
の
商
工
会
に
企
画
を
持
ち
込
み
、
福
祉

と
商
業
の
連
携
に
よ
っ
て
町
を
活
性
化
さ

せ
よ
う
と
い
う
主
旨
を
訴
え
た
。
商
工
会

と
し
て
も
「
ま
ち
の
活
性
化
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
危
機
感
を
抱
い

て
い
た
こ
と
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
、
社
協

と
商
工
会
の
連
携
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

企
画
内
容
の
検
討
は
準
備
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
す
す
め
ら
れ
、「
つ
つ
み
住
民
活

動
セ
ン
タ
ー
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
商
工

会
メ
ン
バ
ー
、
社
協
職
員
が
委
員
と
な
っ

た
。「
わ
く
わ
く
商
店
街
」の
店
の
運
営
そ

の
も
の
は
販
売
の
プ
ロ
で
あ
る
商
工
会
が

担
い
、
出
店
す
る
店
や
そ
の
品
揃
え
な
ど

は
社
協
か
ら
も
希
望
を
出
し
、
細
か
い
内

容
に
つ
い
て
は
商
工
会
の
意
見
を
反
映
し

て
い
る
。
ま
た
、
利
用
に
つ
い
て
は
登
録

制
と
し
た
。
登
録
制
に
し
て
利
用
状
況
を

確
認
す
る
こ
と
で
「
常
連
さ
ん
が
最
近
来

て
い
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
安
否
確
認
に

も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
登
録
は

随
時
社
協
で
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
多

く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
商
店

街
会
場
で
も
受
付
を
行
い
、
来
場
者
が
誰

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

社協活動
最前線
山ノ内町
社会福祉協議会

商店街・ボランティア・
社協の三者で取り組む、
買い物支援活動
「わくわく商店街」

写真提供：地獄谷野猿公苑
地獄谷温泉のニホンザルは温泉に入るサ
ルとして有名。近年では「スノーモン
キー」として世界中で愛されている。

山ノ内町社協では、ひとり暮らしの
高齢者にとって切実な問題のひと
つとなっている買い物問題の解決
に向けて、「わくわく商店街」とい
う活動を行っている。月に2回開催
されるこのイベントは、地域の商工
会とボランティアとの連動によっ
て実現した。スタートから5年、地
域に根づいた活動の詳細を取材し
た。

社協データ
【地域の状況】（平成28年5月1日現在）
人　　口　13,173人
世 帯 数　5,057世帯
高齢化率　37.4％

【社協の概要】（平成28年5月末）
理　　事　　12人
評 議 員　　25人
監　　事　　  2人
職 員 数　　93人（正規職員35人、再雇用 
職員11人、非常勤職員47人）

【主な事業】
地域福祉推進事業
⃝一人暮らし高齢者安否確認（訪問見守り事業）
⃝�買い物弱者支援事業（わくわく商店街　実行 
委員会形成）

⃝日常生活自立支援事業（準基幹的）
⃝結婚相談所事業
⃝住民活動センター（運営委員会形成）事業
介護保険事業
障害福祉サービス事業　他おひとり様サイズを心がけた惣菜を中心に多様な商品が並ぶ
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社
協
が
担
当
す
る
の
は
、
日
頃
の
活
動

（
安
否
確
認
訪
問
等
）を
活
か
し
た
宣
伝
活

動
と
、
利
用
客
の
会
場
ま
で
の
送
迎
で
あ

る
。
社
協
が
運
営
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

送
迎
車
等
の
空
き
時
間
を
活
用
し
、
町
内

4
地
区
に
対
し
、
3
台
の
車
で
午
前
中
に

6
便
を
走
ら
せ
る
。
送
迎
車
に
は
運
転
手

以
外
に
必
ず
社
協
職
員
が
同
乗
す
る
た
め
、

利
用
客
の
安
全
を
図
り
つ
つ
、
近
況
確
認

の
場
と
し
て
車
内
で
生
活
の
状
況
を
聞
い

た
り
、
困
り
ご
と
等
の
相
談
に
の
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
利
用
客
を
も
て
な
す
住
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
、
こ
の
企
画
に

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ら

は
手
づ
く
り
の
お
茶
菓
子
や
煮
物
（
お
茶

う
け
）
を
持
ち
寄
り
、「
わ
く
わ
く
商
店

街
」
の
会
場
の
廊
下
を
使
っ
て
サ
ロ
ン
を

開
い
て
い
る
。
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、

帰
り
の
バ
ス
が
出
発
す
る
ま
で
の
1
時
間

程
度
、
こ
こ
で
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
い
で

雑
談
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
買

い
物
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、「
サ
ロ
ン
で
の

お
し
ゃ
べ
り
が
楽
し
く
て
こ
こ
に
や
っ
て

来
る
」
と
い
う
人
た
ち
も
多
く
、「
わ
く
わ

く
商
店
街
」
は
住
民
同
士
の
交
流
を
促
進

さ
せ
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

毎
回
１
０
０
人
以
上
が
参
加
す
る 

イ
ベ
ン
ト
に
!

　

平
成
23
年
の
7
月
に
開
催
し
て
以
来
、

月
2
回
の
ペ
ー
ス
で
定
期
的
に
「
わ
く
わ

く
商
店
街
」
は
開
催
さ
れ
て
き
た
。
年
度

初
め
に
は
、
日
程
と
バ
ス
の
運
行
表
を
兼

ね
た
チ
ラ
シ
を
町
内
に
全
戸
配
布
し
、
開

催
当
日
に
向
け
て
町
内
有
線
放
送
を
行
う

こ
と
で
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
毎
回
１
０
０
名
程
度
の
人
が

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

開
催
当
日
の
「
つ
つ
み
住
民
活
動
セ
ン

タ
ー
」
の
駐
車
場
は
、
社
協
の
送
迎
車
だ

け
で
な
く
、
民
生
委
員
等
が
担
当
地
区
の

高
齢
者
を
誘
っ
て
き
た
り
、
近
所
で
誘
い

合
っ
て
く
る
住
民
の
車
で
大
に
ぎ
わ
い
と

な
る
。

　

店
舗
は
、
現
在
12
店
が
参
加
し
て
お
り
、

洋
服
、
野
菜
、
卵
、
味
噌
、
ラ
ー
メ
ン
、
惣

菜
、
日
用
・
介
護
用
品
等
が
そ
ろ
う
。「
わ

く
わ
く
商
店
街
」
で
は
、
た
だ
物
を
買
う

だ
け
で
な
く
品
物
を
見
て
選
ぶ
楽
し
み
を

大
切
に
し
て
い
る
。「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
」「
今
日
は
、
こ
れ
が
お
勧
め
だ
よ
」「
そ

ろ
そ
ろ
こ
ん
な
暖
か
い
上
着
が
必
要
だ

ね
」
と
い
っ
た
商
工
会
職
員
と
の
会
話
も

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
交
わ
さ
れ
、「
こ
ん

な
商
品
が
ほ
し
い
」
と
い
う
利
用
客
の

ニ
ー
ズ
か
ら
、
次
回
の
品
揃
え
が
決
ま
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
町
内
で
有
名
な
パ
ン
屋
さ
ん
が
あ
る

の
で
す
が
、
直
接
買
い
に
行
け
な
い
高
齢

者
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
こ
で
商
工
会
を

通
じ
て
出
店
交
渉
し
た
結
果
、
パ
ン
を
出

品
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
も
そ
の
店
の
パ
ン
は
大

人
気
。
い
つ
も
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切

れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
、
鈴
木
事
務
局
長

は
話
す
。

買
い
物
支
援
を
切
り
口
と
し
た
、

地
域
住
民
交
流
活
動

　

オ
ー
プ
ン
以
来
約
5
年
、
現
在
で
は
利

用
登
録
を
す
る
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
カ
レ

ン
ダ
ー
に
開
催
日
が
記
入
さ
れ
る
ほ
ど

「
待
ち
望
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
」
に
な
っ
た
。

　

鈴
木
事
務
局
長
は
「
参
加
者
全
員
が
楽

し
ん
で
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、
地
域
に
根

づ
い
た
理
由
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
基
本
は
自
由
参
加
で
す
。

担
当
制
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
由
意
思
。

当
初
は
そ
れ
で
集
ま
る
か
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
や
す
っ
か
り
定
着
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
心
か
ら
楽
し

ん
で
い
る
か
ら
利
用
客
の
会
話
も
弾
む
。

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る
人
た
ち
の
同

窓
会
み
た
い
な
雰
囲
気
で
す
よ
」
と
話
し
、

取
り
組
み
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

会
場
で
は
、
町
内
の
特
別
支
援
学
級
の

生
徒
が
つ
く
っ
た
陶
芸
品
や
野
菜
を
販
売

す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
り
、
山
ノ
内
町

社
協
が
運
営
す
る
障
が
い
者
就
労
継
続
支

援
B
型
事
業
所
の
喫
茶
店
「
ほ
っ
と
た
い

む
」
が
併
設
さ
れ
て
い
た
り
、
障
害
の
あ

る
方
の
活
動
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
さ
ら
な
る
商
品
の
充

実
と
、
子
育
て
世
帯
や
障
害
の
あ
る
方
な

ど
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
で
き
る

よ
う
な
企
画
内
容
の
充
実
だ
と
い
う
。
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
わ
く
わ
く
商
店
街
」

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
が
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
拠
点
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
「
も
ち
ろ
ん
、
歩
い
て
行
け
る
と
こ
ろ

に『
わ
く
わ
く
商
店
街
』の
よ
う
な
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る
の
が
、
理
想
の
姿
。
山
ノ
内
町

の
4
地
区
の
公
民
館
等
で
開
催
で
き
る
の

が
ベ
ス
ト
で
し
ょ
う
。
で
も
ま
ず
は
、『
つ

つ
み
住
民
活
動
セ
ン
タ
ー
』
で
の
集
ま
り

を
、
も
っ
と
に
ぎ
や
か
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
大

切
な
の
は
続
け
て
開
催
す
る
こ
と
。
こ
こ

で
の
出
会
い
か
ら
人
と
人
の
つ
な
が
り
が

生
ま
れ
、
そ
れ
が
自
然
と
広
が
っ
て
、
地

域
に
拡
大
し
て
い
け
ば
い
い
で
す
ね
」。

鈴
木
事
務
局
長
は
こ
う
話
す
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
は
福
祉
関
係
者
以
外
の
住
民
と

も
「
福
祉
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
す
る
。

住
民
全
体
を
ど
の
よ
う
に
巻
き
込
み
、
協

働
す
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

山
ノ
内
町
社
協
は
、
地
域
全
体
を
巻
き

込
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
取
り
組

み
を
す
す
め
て
い
る
。

山ノ内町（長野県）
長野県北東に位置する町。総面積の90％以上が山林原野である。河岸段丘や扇状地に集落・田のほか、リンゴ・ブドウ・
モモなどの耕作地が斜面に広がっている。河川流域には、火山活動の影響により温泉地が広がる。横湯川の渓谷にある地獄
谷温泉は、世界で唯一、湯に入る野生の猿が見られる温泉として、外国人観光客が集まる観光スポットとなっている。

サロンは買い物前後の利用客で大にぎわい
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災
害
対
策
本
部
や
地
域
防
災
計
画

と
の
連
動

　

伊
勢
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
災
害
ボ
ラ
セ
ン
）
で
は
、
副
セ
ン

タ
ー
長
を
市
地
域
防
災
計
画
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
受
入
担
当
部
局
の
課
長
が
務
め
て
い
る
。

市
と
連
動
し
た
運
営
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
市
災
害
対
策
本
部
か
ら
の
被
害
状
況
、

危
険
な
箇
所
の
情
報
を
得
て
、
迅
速
に
災
害

ボ
ラ
セ
ン
運
営
の
判
断
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

平
成
27
年
度
に
市
が
実
施
し
た
災
害
対
策
本

部
運
営
訓
練
に
は
災
害
ボ
ラ
セ
ン
も
加
わ
り
、

平
常
時
体
制
か
ら
災
害
時
体
制
に
移
行
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
の
想
定
や
、
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
役
割
の
明
確
化
と
事

前
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

常
設
型
で
な
け
れ
ば
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

市
区
町
村
が
策
定
し
て
い
る
「
地
域
防
災
計

画
」
と
連
動
し
、
災
害
が
発
生
し
た
混
乱
期

に
お
い
て
調
整
す
る
の
で
は
な
く
、
事
前
に

調
整
や
準
備
で
き
る
こ
と
を
行
う
と
い
う
認

識
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

行
政
︑
他
機
関
・
団
体
と
の
連
携

　

本
会
で
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
地
域
住
民
力
の
発
掘
と
支
援
（
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
）
を
重
視
し
て
い
る
。
同
時
に
、

事
業
へ
の
理
解
と
本
会
が
取
り
組
む
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ
の
期
待
も
あ
り
、
市

で
は
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
事
業
運
営
費
や
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
た
め
の
研
修
費
を
予

算
化
し
、
本
会
へ
の
財
政
的
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
予
算
を
財
源
と
し
て
、
市
の
担

当
部
局
と
災
害
ボ
ラ
セ
ン
で
は
、
常
時
、
業

務
用
無
線
機
（
免
許
式
）
で
交
信
が
で
き
る

体
制
整
備
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
に
福
知
山
・
丹
波
で
水

害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
災
害
ボ
ラ
セ
ン
と
、

市
民
公
益
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
い

せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
が
協
働
し
て
、
被

災
地
で
あ
る
丹
波
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス

を
派
遣
し
た
。
こ
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
平
成

27
年
度
か
ら
は
、
周
辺
地
域
で
発
生
し
た
災

害
支
援
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
派

遣
経
費
を
市
と
本
会
で
折
半
し
て
支
出
す
る

よ
う
に
予
算
化
さ
れ
て
お
り
、
平
常
時
に
災

害
ボ
ラ
セ
ン
が
活
動
す
る
う
え
で
貴
重
な
財

源
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
、
社
協
等
が

災
害
時
支
援
や
防
災
を
活
動
目
的
と
し
て
協

働
運
営
し
て
い
る
「
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
「
特
定
非
営
利
活
動

法
人
み
え
防
災
市
民
会
議
」
と
日
頃
か
ら
顔

の
見
え
る
連
携
づ
く
り
を
図
っ
て
お
り
、
常

設
型
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
望

　

災
害
ボ
ラ
セ
ン
で
は
、
市
災
害
対
策
本
部

と
の
情
報
の
相
互
共
有
を
さ
ら
に
す
す
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。
市
内
の
局
地
的
な
災
害

を
想
定
し
た
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
サ
テ
ラ
イ
ト

の
設
置
場
所
は
、
市
の
施
設
や
企
業
等
で
あ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
前
の

調
整
協
議
の
必
要
性
が
あ
る
。
ま
た
、
生
活

圏
域
の
市
区
町
村
災
害
ボ
ラ
セ
ン
と
の
広
域

連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

　

今
回
の
連
載
で
も
ふ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
常
設
型
災
害
ボ
ラ
セ
ン
の
定
義

が
な
い
中
で
、
本
会
で
は
次
の
よ
う
な
ポ
イ

ン
ト
で
取
り
組
み
を
す
す
め
て
き
た
。

⃝
 

社
協
と
い
う
法
人
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
得
て
、
担
当
部
局
だ
け
で
な
く
行

政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
く
ス
タ

イ
ル
か
ら
財
政
的
支
援
を
得
て
き
た
。

⃝
 

災
害
時
の
被
災
者
支
援
活
動
を
円
滑
に

す
す
め
る
た
め
に
、
普
段
か
ら
市
内
外

で
活
動
す
る
各
種
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
調
査
・
研
究
、
訓
練
を

継
続
的
に
行
っ
て
き
た
。

　

災
害
時
に
お
い
て
ボ
ラ
セ
ン
の
機
能
を
速

や
か
に
発
揮
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、

社
協
に
求
め
ら
れ
る
役
割
で
も
あ
る
と
考
え
る
。

�

（
伊
勢
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

災
害
に
備
え
る
地
域
づ
く
り
第 6回

常
設
型
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
三
重
県
）

（3）

伊勢市災害ボランティアセンターの皆さん
前列左から北村副センター長、真賀里事務局長、中森センター長
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　先日ふと思い立って富士山を見に
行きました。ですが、その日は予報
に反して曇り空。時折雨もパラパラ
と降っていました。富士山もすっか
り雲に隠れてしまい残念でしたが、
そのかわりに周辺を観光できたので
良しとします。富士山を見るのは、
秋ごろに再チャレンジしようと思い

ます。
　さて、今号では、この間の熊本地
震への対応の流れをご報告していま
す。現在においても避難生活を続け
る方が大勢おり、継続的な支援が必
要です。皆さまのご理解とご協力を
お願いいたします。（志）
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集
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記

ひとりぽっちをつくらない
（コミュニティソーシャルワーカーの仕事）

発行のお知らせ

　豊中市社会福祉協議会の
勝部麗子さんが、専門職と
してのコミュニティソーシャ
ルワーカーが誕生した経緯
を振り返りつつ、「制度の
狭間」といわれる課題への
支援のあり方やコミュニティ
ソーシャルワーカーの役割
について、事例を交えて解
説しています。住民ととも
に歩む福祉の推進の参考と
して、ぜひご活用ください。

著　　者：勝部麗子
体　　裁：A5　193 頁
発　行　日：2016 年 6 月
価　　格：1,296 円（本体：1,200 円）
内　　容：第 1 部　‌�コミュニティソーシャルワーカーの

仕事が生まれるまで
　　　　　第 2 部　‌�福祉との出会い
　　　　　第 3 部　‌�地域の課題を解決していく
　　　　　第 4 部　�コミュニティソーシャルワーカー 

7 つの特性
申　込　先：�全社協出版部受注センター TEL 049-257-1080
　　　　　‌�「福祉の本出版目録ホームページ」でもお申込

みいただけます。
　　　　　‌https://www.fukushinohon.gr.jp/
問合せ先：全国社会福祉協議会　出版部
　　　　　‌�TEL 03-3581-9511／FAX 03-3581-4666

インフォメーション

高齢者と障害者の
自立のための

第43回
国際福祉機器展
H.C.R.2016
43rd Int. Home Care & Rehabilitation Exhibition 2016

高齢者と障害者の
自立のための

第43回
国際福祉機器展
H.C.R.2016
43rd Int. Home Care & Rehabilitation Exhibition 2016

※プログラムは変更されることがあります。最新情報と詳細はH.C.R.Web(http://www.hcr.or.jp)サイトでご確認ください。

※プログラムは変更されることがあります。
　　最新情報と詳細はH.C.R.Web(http://www.hcr.or.jp)サイトでご確認ください。
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H.C.R.2016事務局
一般財団法人保健福祉広報協会
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H.C.R.2016事務局
一般財団法人保健福祉広報協会

２０１６年

１０月１２日(水)～１４日(金)
会　期

東京ビッグサイト・東展示ホール
　　　　　　　　　　　　　　　　 (東京・江東区有明)

会　場

１７か国・１地域の５３０社からの
約２０，０００点の福祉機器を
総合展示

出　展無料・登録制
(一部のプログラムは有料)

入場料

１０：００～１７：００

開催時間

http://www.hcr.or.jpWEBサイト

２０１６年１０月１２日(水)～１４日(金)会　期

東京ビッグサイト 東展示ホール
　　　　　　　　　　　　　　　　　(東京・江東区有明)

会　場

１７か国・１地域の５３０社からの
約２０，０００点の福祉機器を総合展示出　展

無料・登録制 (一部のプログラムは有料)入場料

１０：００～１７：００開催時間

http://www.hcr.or.jpWEBサイト

1福祉機器約20,000点を総合展示
2国際シンポジウム
「障害者の権利の擁護とさらなる

社会参加の促進のために
　～ノーマライゼーションのこれまでとこれから」
2020年のパラリンピック東京大会や

諸制度改正などの動きを踏まえ、ノーマラ
イゼーション発祥の国、デンマークから講
師を招いて、障害者の権利擁護や社会
参加の促進をめぐるこの10年の変化と
最新の動向から今後の関連の取り組み
のあり方を展望します。

　【日時】201６年10月１３日（木） PM
　【会場】東京ビッグサイト
　　　　　会議棟6階「605-608会議室」

●
開
催
内
容
（
予
定
）

1福祉機器約20,000点を総合展示
2国際シンポジウム
　「障害者の権利の擁護とさらなる社会参加の促進のために
　　　　　　　　　　　　　　　　～ノーマライゼーションのこれまでとこれから」
　【日時】2016年10月13日（木）PM
　【会場】東京ビッグサイト 会議棟

3H.C.R.セミナー　～さまざまな参加者を対象に、役立つ最新情報を提供

4H.C.R.特別企画　～最新機器、子どもむけ製品、高齢・障害者の　　
　便利グッズなどを集中展示　　　　　　　　　

5出展社主催プレゼンテーション　～各社製品の特徴の紹介・PRなど

その他、多彩な
プログラムを実施。

●
開
催
内
容
（
予
定
）

3H.C.R.セミナー
～さまざまな参加者を対象に、役立つ最新情報を提供

地域での生活や介護に役立つ「一般・福祉利用者・
家族むけ講座」、福祉施設のサービスの質向上をめざ
す「福祉職むけ講座」、企業関係者に最新情報を提供
する「企業むけ講座」、はじめて福祉機器を選び・利用す
る方へのセミナーなど、多彩なテーマで開催します。
4H.C.R.特別企画 

～最新機器、子どもむけ製品、高齢・障害者の便利グッズなどを集中展示
最新機器や介護ロボットの紹介、機器や自助具の相

談、子ども用製品の展示と療育相談、高齢・障害者に役立
つグッズの展示、身の回りにあるテクノロジーの活用講座、
被災地の授産施設製品の販売コーナーなどを設けます。
5出展社主催プレゼンテーション　

～各社製品の特徴の紹介・PRなど
その他、多彩なプログラムを実施。
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P. 6 ●社協の理事、監事、評議員のための基礎知識 〔第2回〕社協の理事、監事、評議員のための基礎知識 〔第2回〕
社会福祉協議会における経営組織とガバナンス

●
伊勢市社会福祉協議会（三重県）③
常設型災害ボランティアセンターだからこそできること

P.10 災害に備える地域づくり〔第6回〕災害に備える地域づくり〔第6回〕

●
山ノ内町社会福祉協議会（長野県）
商店街・ボランティア・社協の三者で取り組む、
買い物支援活動「わくわく商店街」

P. 8 社協活動最前線社協活動最前線

●
NPO法人にいがた災害ボランティアネットワーク 事務局長　李 仁鉄氏

「地元主体」の活動の展開を支援する

P.12 明日への一歩～ノーマインタビュー～明日への一歩～ノーマインタビュー～
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明日への明日への明日への
一歩一歩～ノーマインタビュー～

今日まで全国各地で災害支援活動を展開されてい
ますが、「にいがた災害ボランティアネットワーク」
を始めた経緯や活動についてお聞かせください。

　活動を始めたきっかけは、私自身も被災した「平成
16年 7月新潟・福島豪雨」で、新潟県外の方々から
支援をいただいたことです。その時に蓄積したノウハ
ウを今後の災害支援に活かし、次につないでいくべき
だと考えました。そこで、災害時に各地域で活動する
組織・団体のサポート役を担おうと「にいがた災害ボ
ランティアネットワーク」を立ち上げました。
　活動は、「災害時の活動」と「平常時の活動」の 2
つに分かれます。災害時については、災害時支援の経
験者をコーディネーターとして現地に派遣することに
加え、機材を送る活動も展開しています。経験者を派
遣することで、現場の運営機関の混乱状況を整理し、
今対応すべき課題の確認やその先の見通しを立てるこ
とが可能になります。
　平常時の活動については、地域の一般のボランティ
アや民生委員、自治会長、さらに災害と関係のないボ
ランティアをされている方等を対象に、災害時の活動
に対応できる人材の育成を目的とした研修会を開催し
ています。また、要請に応じて、災害時の対応マニュ
アルの作成や研修会の企画のコンサルティングなどの
側面的な支援も行っています。

災害時にはコーディネーターや物資の調整等の役
割を担う支援Pメンバーとしても活動されてい
ますが、支援Pの特徴や役割はどういったもの
がありますか。

　支援Pは、企業やNPO、NGO等多様な団体が参
画しているということと、代表を定めず上下関係のな
いネットワーク組織であるというのが特徴です。災害
といっても、震災や水害等の種類、規模、大都市や山
間部といった発生場所等、その時々によって支援方法

は異なります。上下関係のない特性を活かし、そのつ
ど参画するそれぞれの団体が何をすべきか考えること
で、団体の強みが発揮されやすい体制をとっています。
　また、発災後はさまざまな人・団体が被災地への支
援を行っていますが、その地域にふさわしい支援方法
や復興に向けた地域の姿は、地元の人でなければわか
りにくいことでもあり、地域の意向を尊重して支援を
展開する「地元主体」が重要です。しかし、現場では
緊急かつ経験したことのない対応が求められ、今後の
見通しを立てることが困難な状況でもあります。そこ
で、地域のキーパーソンが自分たちで考える環境をつ
くることが必要と感じ、支援Pが人や物などの調整
に加え、助言や情報提供、相談支援を担っています。
　復興に向けた支援活動の質を高めるということを意
識しながら、NPO・社協・企業など、非常に多様な
構成メンバーが協働しながら活動をしています。

これまでの災害対応を通じて、社協に期待するこ
とがありましたらお聞かせください。

　地域には多くの団体がそれぞれの目的をもって活動
をしていますが、福祉を目的としない活動を展開する
団体は、社協の存在を知らないことが多いというのが
現状です。そのため、災害時の対応などを含んだ地域
づくりの協議の場を設定する際には、社協側から幅広
く声をかけていただき、多くの団体の参加を促してい
ただきたいです。
　これまで社協が築いてきたネットワークや信頼関係
は、災害時の円滑な活動の展開や情報の収集にとって
大変重要なものとなります。どれだけ優秀な人材やお
金、機材を投入しても、ネットワークや信頼関係には
かないません。地域福祉の推進はすぐに結果がでるも
のでなく、時間がかかったり不本意なこともあると思
いますが、社協の皆さんには自分の活動に誇りをもっ
て取り組んでいただきたいと思います。

I N T E R V I E W  # 0 3

李
り

　仁
じん

鉄
てつ

氏
NPO法人にいがた災害ボ
ランティアネットワーク事
務局長。災害ボランティア
活動支援プロジェクト会議
（以下、支援P）委員。

「地元主体」の活動の
展開を支援する

昨今、自然災害が多発しており、災害ボランティアセ
ンターの運営等、災害時に地域で重要な役割を担う社
協としても平時から災害を意識した取り組みが必要で
す。そこで、この間大規模災害への災害支援を展開し、
社協の災害ボランティアセンターの運営支援も行う李
さんに活動の内容と社協への期待をお聞きしました。

聞き手：全国社会福祉協議会　地域福祉部
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